
科　目　名 日本国憲法 担当教員 土屋　康子

実施学期 前期

授業形態 単　　位講義 ２単位

授業のテーマ及び
到達目標

【テーマ】
・日本国憲法の基本原理（国民主権、平和主義、基本的人権の尊重）
・立法（国会）、行政（内閣）、司法（裁判所）
【到達目標】
日本国憲法の三原則（国民主権、平和主義、基本的人権の尊重）の理解を深め、保育者として必要な知識を身に付ける。

【授業計画】　

前期 後期

1　憲法の意義（立憲主義・憲法の誕生）　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

基本的人権を中心に日本国憲法について学び、現実に、身の回りで起こる出来事に関心を高められるように展開する。
社会の様々な問題に対する考えを論としてまとめたり、グループ討議をしたりして、授業に積極的に参加するよう進める。
特に、日本国憲法の基本的な知識や考え方を身に付け、「法」を踏まえて物事を見る目を培うことができるようにする。

授業の概要

2　日本国憲法の基本原理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 2

3　天皇（地位・権限）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3

4　基本的人権（権利の主体・幸福追求権）　　　　　　　　　　　　　　 4

5　基本的人権（法の下の平等）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 5

6　基本的人権（精神的自由）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 6

7　基本的人権（社会権、参政権）　　　　　　　　　　　　　　　　　 7

8　基本的人権（国民の義務）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 8

9　憲法と日常生活、保育者としてのかかわり 9

10　日本国憲法における三権分立の政治原理 10

11　立法（国会）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 11

12　行政（内閣）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 12

13　司法（裁判所） 13

14　財政、地方自治、改正　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 14

15　まとめ 15

テキスト

参考文献

　　定期試験

「保育小六法」（ミネルヴァ書房）
「目で見る憲法［第4版］」（有斐閣）

「幼稚園教育要領」「保育所保育指針」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」
授業中に適宜資料を配布する。

【事前学修】テキストのうち、授業内容に該当する部分を読んでおくこと。
【事後学修】授業の内容を踏まえ、テキストを読み直し、学習内容の定着を図ること。

定期試験・単元ごとの試験（７０％）、授業参加意欲・態度・課題提出（３０％）により、総合的に評価する。
なお、授業の振り返りレポートも評価の対象とする。

授業に意欲的・積極的に参加し、一回一回の振り返りを大切にし、内容を確かなものとする。その他・注意事項

授業時間外における
学習方法

成績評価の方法
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その他・注意事項

筆記試験・不定期理解度確認テスト、日ごろの授業への取り組む姿勢により、総合的に評価する。

授業への欠席・遅刻には厳しく対処するので、そのつもりで臨むこと。

14　こころと体の健康：運動と保育者 14

　　定期試験

テキスト 「保育と幼児期の運動あそび」岩崎洋子編　萌文書林

15　総括 15

参考文献

授業時間外における
学習方法

「幼稚園教育要領」
「保育所保育指針」
「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」

シラバスを確認し、講義当日までに教科書該当箇所に目を通しておくこと。

成績評価の方法

11　健康の保持増進と疾病予防：喫煙・飲酒と保育者 11

12　こころと体の健康：ストレスと保育者 12

13　こころと体の健康：ストレス対処法と保育者 13

8　運動指導のポイント：環境・安全・援助の仕方（pp69-87） 8

9　運動にかかわる現代的課題（pp88-94） 9

10　健康の保持増進と疾病予防：生活習慣病と保育者 10

5　生活としての運動・遊びの中の運動（pp41-49） 5

6　動機づけと運動（pp53-60） 6

7　運動指導のポイント：運動量・運動の質（pp61-69） 7

4　知的な発達と運動（pp36-40） 4

授業のテーマ及び
到達目標

乳幼児期の心身の発達を理解し、運動あそびの意義やあり方を学んだり、保育者にとってのこころと体の健康を考える。
・乳幼児期における運動あそびの意義やあり方が理解できる．
・運動指導における環境設定・指導上の留意点・安全管理について理解できる。
・こころと体の健康管理について課題を見つけ、課題解決に向けての改善策を提供できる。
・主体的に授業に取り組んだり仲間と協力して活動することができる。

授業の概要

本授業では、教室において乳幼児期における遊びの意義やあり方を講義形式で学ぶ。
また、学生自身のこころと体の健康についてグループ学習にて課題を見つけ、調べたり討議しながら課題解決の方法を探
究する。

【授業計画】　

前期 後期

1　オリエンテーション：授業のねらい・授業内容・注意事項 1

2　運動はなぜ幼児に大切か（pp8-16） 2

3　動きの発達と運動・心の発達と運動（pp23-35） 3

授業形態 単　　位講義 １単位

科　目　名 保健体育Ⅰ 担当教員 三浦　美知子

実施学期 前期
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成績評価の方法

その他・注意事項

サッカー・バレーボール実技試験（技能・意欲）、模擬保育における指導案作成とふり返りの記述内容、なわとリズム体操で
は、課題取り組みおよび実技試験（技能・意欲）に加え、日ごろの授業への取組む姿勢を総合的に評価する。

スポーツや運動あそびを行うので、伸縮性のある動きやすい体育着で授業を受けること。授業への欠席・遅刻は厳しく対処
する。着替えを忘れた場合は見学。見学2回で欠席1回に換算する。

「保育と幼児期の運動あそび」　岩崎洋子編　萌文書林

「幼稚園教育要領」
「保育所保育指針」
「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」

参考文献

授業時間外における
学習方法

登下校における交通機関での移動・歩行中および近隣公園など日常生活のさまざまな場面で出会う乳幼児や、その保護者
の様子をさりげなく観察することで、乳幼児の発達段階理解に役立てる。

14 14　なわとリズム体操：なわ場面とリズム体操場面の融合

　　定期試験

テキスト

15 15　なわとリズム体操：構成および隊形移動の完成と細部の確認

11 11　小型遊具を使った運動あそび：模擬保育

12 12　小型遊具を使った運動あそび：模擬保育とふり返り　

13 13　なわとリズム体操：役割分担した課題への取組、リズム体操の習得

8 8　バレーボール：実技試験　

9
9　小型遊具を使った運動あそび
　　：ボール・なわ・フープを使ったあそびの探求

10 10　小型遊具を使った運動あそび：あそびの創作と指導案作成

5 5　バレーボール：オーバーハンドパス（トス）、サーブ、レシーブ

6 6　バレーボール：オーバーハンドパス（トス）からのアタック、ゲーム

7 7　バレーボール：アンダーハンドパスからのトス・アタック、ゲーム

4 4　サッカーあそび：実技試験

授業のテーマ及び
到達目標

発達段階にふさわしい運動あそびの指導計画作成・実践・ふり返りと学生自身の健康保持増進
・体力向上。
・発達段階にふさわしい運動あそびの目的・内容・方法の理論に基づいた指導計画の作成ができる。
・対象児を想定した運動あそびにおける指導計画作成・実践・ふり返り記録の作成ができ、次の指導へつなげようとする。
・主体的に授業に取り組んだり仲間と協力して活動することができる。

授業の概要

本授業は、実技・演習で構成される。発達段階に応じた運動あそびを目的・内容・方法論の観点から指導計画を作成した上で、保育者と
園児役に分かれ実践し、ふり返り記録を作成する。この一連の流れを展開することで現場の指導につなげようとする。また、バレーボー
ル・サッカーあそびを通して学生自身の健康の保持増進・体力の向上を養うことを目的に授業展開する。
さらに、なわを使った運動あそびとリズム体操を融合させる課題では、なわの操作技能と身体の柔軟性を向上させるとともに、グループに
おける隊形移動の手法を探究する。協調性を身に付ける。

【授業計画】　

前期 後期

1 1　サッカーあそび：インサイドキック、シュート

2 2　サッカーあそび：ドリブルとトラップ、ルールづくり、ミニゲーム

3
3　サッカーあそび：相手をかわす、組み立てる、ボールをつなぐ
　　ミニゲーム

授業形態 単　　位実技 １単位

科　目　名 保健体育Ⅱ 担当教員 三浦　美知子

実施学期 後期
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その他・注意事項

課題解決への積極性（３０％）、提出課題（３０％）、定期試験（４０％）により、総合的に評価する。

パーソナルコンピュータは、指定された番号のものを使用すること。

14．ムービーメーカーによる動画の作成
　　　複数画像、音声データの作成と利用

14．プレゼンテーション演習（４）
　　　私が伝えたい物語（発表）

　　定期試験 　　定期試験

テキスト 「基礎からはじめる情報リテラシー―ポイントでマスター（Office2013対応）」 杉本くるみ、大澤栄子　著　　実教出版

15．前期授業のまとめ 15．後期授業のまとめ

参考文献

授業時間外における
学習方法

「2018 事例でわかる情報モラル」　 実教出版編集部編　　実教出版

【事前学修】テキストや別に配布する補助教材で、各回の授業課題の解決に必要な知識と処理手順を概観しておくこと。
【事後学修】授業内容を踏まえ、テキストや補助教材を読み直し、学習内容の定着を図ること。

成績評価の方法

11．イベントポスターの作成
　　　表組、図、画像の活用

11．プレゼンテーション演習（１）
　　　私が伝えたい物語（アウトラインの作成）

12．インターネットの活用（１）
　　　セキュリティの重要性／情報発信とモラル

12．プレゼンテーション演習（２）
　　　私が伝えたい物語（スライド・アニメーションの作成）

13．インターネットの活用（２）
　　　情報の収集・評価・活用／著作権の尊重

13．プレゼンテーション演習（３）
　　　私が伝えたい物語（発表）

8．保育指導案の作成（１）
　　月案（例示の表組を作成し、例文を格納する）

8．VBAによる作業の簡略化（２）
　　成長記録の登録・分析・視覚化

9．保育指導案の作成（２）
　　日案（適切な表組を作成し、例文を入力する）

9．PowerPointの活用（１）
　　プレゼンテーションの基礎知識／スライドのデザインとレイアウト

10．保育指導案の作成（３）
　　　遊具配置図等（指導案に沿った図の作成）

10．PowerPointの活用（２）
　　　簡単なアニメーション設定／お気に入りの童謡紹介（作成演習）

5．Wordによる対外文書の作成
　　構成要素と作成上の礼儀／文章入力練習

5．データ分析の基礎（１）
　　代表値と散布度／基本統計量

6．Wordによる表組を持つ文書の作成
　　園だよりを例に／文章入力練習

6．データ分析の基礎（２）
　　度数分布表とヒストグラム／ピボットテーブルの活用

7．イレギュラーな表組を持つ文書の作成
　　幅違い・高さ違いへの対処法／罫線の種類と応用

7．VBAによる作業の簡略化（１）
　　ジャンケンの流れと自動化

4．基本操作（３）
　　タッチメソッド／文章入力／画面キャプチャとトリミング

4．Excelの活用（４）
　　名簿等の更新に必要な作業／条件付き集計

授業のテーマ及び
到達目標

コンピュータを中心とした情報機器及び情報環境を理解して活用することができ、あわせて教員・保育士として必要な情報リ
テラシーと操作技術を習得する。
【到達目標】
・情報リテラシーを身につけ、情報の収集・評価・利用・表現について適切な方法を採ることができる。
・Office系ソフトウェアを使って、図表付き文書の作成、データの整理・分析・表現ができる。

授業の概要

・毎回、教員・保育士として必要となる実践的な課題を挙げ、その解決・実現に必要な知識と情報処理の方法について具体
的かつ多角的な説明を行い、質疑応答の後、課題解決に向けた演習を行う。

【授業計画】　

前期 後期

1．ガイダンス
　　学内情報環境の理解と確認／ファイル・フォルダ・ドライブ

1．Exelの活用（１）
　　カレンダー作成／図・画像・オブジェクトの挿入

2．基本操作（１）
　　タッチメソッド／文章入力／図形によるイラスト作成（人物）

2．Excelの活用（２）
　　四則演算・集計関数・構成比計算／相対参照と絶対参照

3．基本操作（２）
　　タッチメソッド／文章入力／図形によるイラストの作成（遊具）

3．Excelの活用（３）
　　名簿等の作成・管理／関数による検索／フィルタ

授業形態 単　　位演習 ２単位

科　目　名 情報機器の操作 担当教員 白鳥　義明

実施学期 通年
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科　目　名 英語コミュニケーション 担当教員 野村 友近

実施学期 通年

前期 後期

1　 英語による自己紹介、発音のコツなど　　　   text～p.5

授業形態 単　　位演習 ２単位

授業のテーマ及び
到達目標

オールラウンドな英語のコミュニケーション力を以下の５点の学習体験を通して伸ばす。
①英語の発音やリズムなどの基本練習。
②保育現場に関係する英語を覚えること。
③英語でスピーチする発表体験。
④ゲームの英語（折り紙、チェス、あやとり）に慣れること。　　⑤ストーリーの英語に慣れ、その朗読に上達すること。

授業の概要

授業の展開のポイントの具体例は以下の通り。
①発音のしかた・音の識別方法・リズムに乗る練習など。　　　②教科書の英語表現の説明・発音練習など。
③My Favorite Picture Book（実物を使いながらの説明）などのスピーチ。
④ゲームの英語に慣れると同時に折り紙、チェス・あやとりを体験すること。
⑤英語のストーリーの説明を理解しようとしたり、英語のストーリーの朗読に上達するような練習をすること。

【授業計画】　

1　 滑舌、読み語り                　　　　　  text～p.51

2　 発音（緊張音・弛緩音）、聞き取り　　　　   text～p.9 2　 滑舌、読み語り、連絡帳など　　　　　　　  text～p.53

7　 発音（半母音など）、道案内など　　　　　　text～p.26 7　 滑舌、読み語り、欠席の連絡など　　　　　  text～p.67

6　 発音（破擦音など）、保育園で使うもの　　　text～p.21 6　 滑舌、読み語り、病状など　　　　　　　　  text～p.65

3　 発音（わたり音など）、読み語り　　　　　  text～p.11 3　 滑舌、読み語り、言葉かけなど　　　　　　  text～p.55

4　 発音（破裂音など）、読み語り　　　　　　  text～p.15 4　 滑舌、読み語り、身体の部位など　　　　　  text～p.59

5　 発音（摩擦音・鼻音など）、数字など　　　　text～p.19 5　 滑舌、読み語り、体調など　　　　　　　　  text～p.62

8　 発音（子音連続など）、子供の遊び　　　　　text～p.31 8　 滑舌、読み語り、電話の応対など　　　　　  text～p.69

9　 発音（閉音節・同化）、子供の感情など　　　text～p.34 9　 滑舌、読み語り、遠足など　　　　　　　　  text～p.73

10　発音（アクセントなど）、保育園での活動　　text～p.37 10　滑舌、読み語り、天気など　　　　　　　　  text～p.75

11　発音（抑揚など）、保育者の仕事　　　　　　text～p.42 11　滑舌、読み語り、育児用品など　　　　　　  text～p.79

12　発音（リズムなど）、折り紙の英語　　　　　text～p.43 12　滑舌、読み語り、母子手帳など　　　　　　  text～p.81

13　発音（滑舌練習）、食文化など　　　　　　　text～p.47 13　滑舌、読み語り、お礼など　　　　　　　　  text～p.85

14　発音（総復習）、献立の英語など　　　　　　text～p.49 14　滑舌、読み語り、家系図など　　　　　　　  text～p.94

　　定期試験 　　定期試験

15　まとめ 15　まとめ

テキスト 「保育の英会話」　赤松直子、久富陽子　著　　　萌文書林

成績評価の方法

その他・注意事項

筆記試験、スピーチの発表能力により、総合的に評価する。

覚える努力・考える努力・使う努力の三つの努力をいずれも重視して取り組むこと。

参考文献

授業時間外における
学習方法

【事前学修】課題の英語のスピーチの事前準備（スピーチ原稿作成、発音発声練習、視覚に訴えるものの準備）など。
【事後学修】授業の内容を踏まえ、単語や熟語などの整理をし、学習内容の定着を図ること。

「くまのプーさん　ディズニーの英語」中経出版 　ORIGAMI BOXES  Tuttle Publishing
Cat's Cradle  A Book of String Figures by Ann Johnson KLUTZ  「英語訳つき　おりがみ」池田書店
「英語訳つき折り紙　Best 50」主婦の友　The Kid's Book of Chess  by Harvey Kidder  Workman Publishing
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参考文献

授業時間外における
学習方法

成績評価の方法

その他・注意事項

　　定期試験

「演習　保育内容総論　子どもの生活・環境・遊びに向き合う」　　神田伸生　著　　株式会社萌文書林
「演習　保育内容総論」　金澤妙子・佐伯一弥　著　建帛社
「演習　保育内容総論」　酒井幸子・守　巧　著　　株式会社萌文書林

【事前学修】授業内容を踏まえ、事前に「幼稚園教育要領」「保育所保育指針」「幼保連携型認定こども園・保育要領」を読ん
でおくこと。
【事後学修】授業内容を踏まえ、配布資料を読み直し、課題を行うこと。

定期試験（４０％）、レポート・教材の提出（４０％）、授業態度・発表（２０％）により、総合的に評価する。

授業では聴くことだけではなく、演習での学生間の意見交換や考察し合う時間も大切な学びになるので、積極的な姿勢で
授業に参加し、学びを深める。配布された資料は各自、保管・整理する。（提出有）

テキスト
「幼稚園教育要領」「保育所保育指針」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」
授業中に適宜資料を配布する。

8　子どもの発達と児童文化③（部分実習にチャレンジ） 8

9　領域「健康」と保育内容・領域「人間関係」と保育内容 9

15

10　領域「環境」と保育内容・領域「言葉」と保育内容 10

11　領域「表現」と保育内容・遊びによる総合的な保育 11

12　特別な支援を必要とする子どもの保育 12

13　保育の多様な展開と保育内容 13

14　小学校との連携をふまえた保育 14

15 まとめ

5　子どもと保育内容･子ども理解 5

6　子どもの発達と児童文化①
　（発達の道すじにそったおもちゃの選び方）

6

7　子どもの発達と児童文化②（絵本について） 7

1

3　保育内容の歴史的変遷 3

4　子どもの発達と保育内容 4

授業形態 演習 単　　位 １単位

2　保育の全体構造と保育内容 2

授業のテーマ及び
到達目標

「幼稚園教育要領」「保育所保育指針」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」に示される保育内容と保育内容の基本
的な考え方について読み解きながら、幼児の自発的な活動を通しての総合的な指導の在り方の理解を深める。
また、環境を通して行う保育の考え方や子ども理解を根底とした保育展開について理解し、遊びや生活を通して指導する保
育の構造を学ぶ。

授業の概要

保育の基準である「幼稚園教育要領」や「保育所保育指針」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」に基づき、保育現場
での実践事例、グループ協議などを通して、保育内容や遊びを通した総合的な指導のあり方、保育者のかかわりについて
理解を深めていく。
子どもの生活全体を通して、養護と教育は一体的に展開することを理解し、保育の多様性について学ぶ。

【授業計画】　

前期 後期

1　オリエンテーション・保育者の専門性と保育内容

科　目　名 保育内容総論 担当教員 小川　貴代子

実施学期 前期
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その他・注意事項

試験、授業態度、提出レポート等により、総合的に評価する。

授業に意欲的に参加し、疑問等があれば積極的に質問する。

14　要保護児童等の家庭に対する支援 14

　　定期試験

テキスト 新基本保育シリーズ１９「子育て支援」　西村重稀編集　中央法規出版

15　多様なニーズを抱える子育て家庭の理解 15

参考文献

授業時間外における
学習方法

次週の予告をして、予習をしてくるようにする。

「保育小六法２０１９」
授業中に適宜資料を配布する。

成績評価の方法

11　障害のある子どもと家庭に対する支援 11

12　特別な配慮を要する子どもと家庭に対する支援 12

13　子ども虐待の予防と対応 13

8　関係機関や専門職との連携・協働 8

9　保育所等における支援 9

10　地域の子育て家庭に対する支援 10

5　支援の計画と環境の構成 5

6　支援の実践・記録・評価・カンファレンス 6

7　職員間の連携・協働 7

4　子ども及び保護者の状況の把握 4

授業のテーマ及び
到達目標

保育士の行う保育の専門性を背景として、保護者に対する相談、助言、情報提供、行動見本の提示等の支援（保育相談支
援）について、その特性と具体的展開を理解し、保育士の行う子育て支援について、様々な場面や多様なニーズに即した
支援の内容と方法及び技術を実践ケース等を通じて習得する。

授業の概要

授業計画に基づき展開し、福祉の専門職としてニーズに即した子育て支援が適切に行われるよう、基本的知識と技法を事
例等を通して習得し、福祉の現場で活かせるよう工夫した授業を行う。

【授業計画】　

前期 後期

1　子どもの保育とともに行う保護者の支援 1

2　保護者との相互理解と信頼関係の形成 2

3　家庭のニーズへの気づきと理解 3

授業形態 単　　位演習 １単位

科　目　名 子育て支援 担当教員 大沢 博

実施学期 後期
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科　目　名 乳児保育Ⅰ 担当教員 高橋　三鈴

実施学期 前期 実務経験 〇

授業形態 講義 単　　位 ２単位

授業のテーマ及び
到達目標

・乳児保育の歴史と変遷について学び、「乳児保育」とは何か。乳児保育の意義について知識を深め、乳児保育の重要性
について理解を深める。
・保育所、乳児院等多様な保育の場における、乳児保育の現状と課題について理解する。
・人格形成の根幹を築く重要な乳児期である3歳未満児の子どもの発育・発達について基礎知識や技術を学ぶ。
・乳児保育における職員間の連携・協働及び保護者や地域の関係機関との連携について理解する。

授業の概要

・乳児保育の歴史を学び、「乳児保育」とは何か。その目的や内容について理解する。
・乳児保育の経緯や現状及び今後の課題について学ぶ。
・人格形成の基礎を培う乳児期に、自分を肯定する気持ちや主体性を育む重要性について、理論と具体的実践を通して理
解を深められるようにする。
・乳児保育は職員間の連携・協働及び保護者との共通理解の重要性と、保育の専門性を活用し地域の関係機関との連携
についても理解する。

【授業計画】　

前期

1　ガイダンス

2　乳児保育の意義「乳児」「乳児保育とは」

3　乳児保育の意義「保育ニーズと乳児保育の必要性」

4　乳児保育の歴史「乳児保育の成立」

5　乳児保育の現状と課題「保育所・乳児院・乳児を取り巻く子育て支援の場」

6　乳児保育における連携・協働

7　保育所の生活「0歳児のあそびと環境」（ビデオ視聴）

8　保育所の生活「1・2歳児のあそびと環境」（ビデオ視聴）

9　3歳未満児の発達と保育「心身の発達・身体機能の発達」

10　新生児期・1ヶ月～6ヵ月未満の発達・保育者の援助及び環境構成

11　6ヵ月～1歳3ヶ月未満の発達・保育者の援助及び環境構成

12　1歳3ヶ月～2歳未満児の発達・保育者の援助及び環境構成

　　定期試験

テキスト
「乳児保育」（一人一人を大切に）　萌文書林
「幼稚園教育要領」「保育所保育指針」「幼保連携型 認定こども園教育・保育要領」

13　2歳～3歳未満児の発達・保育者の援助及び環境構成

14　秩序の敏感期について

15　まとめ

成績評価の方法

その他・注意事項

試験（８０％）、グループ研究・授業の最後に提出する小レポート（２０％）により、総合的に評価する。

主体的に授業に参加し、必要に応じてノートを取り理解を深める。
配布された資料はファイリングする。乳児保育についての「質問」「応答」を積極的に行う。

参考文献

授業時間外における
学習方法

「乳児保育の基本」　フレーベル館出版　　　　　「乳児保育の実際」　明治図書出版
「０～３歳児の保育　最初の３年間」　明治図書出版
「心の育ちと対話する保育の本」　加藤繁美　学研出版

【事前学修】授業内容に該当する部分を事前に読み、自分なりの考えをまとめておく。
【事後学修】授業内容を振り返り、テキスト・資料を読み直し、学習内容の理解を深め定着に繋げる。
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科　目　名 乳児保育Ⅱ 担当教員 高橋　三鈴

実施学期 後期 実務経験 〇

授業形態 演習 単　　位 １単位

授業のテーマ及び
到達目標

３歳未満児の発育・発達の特性をとらえ、保育士がどのような援助や関わりをするか、基本的な考え方について理解する。
また、養護及び教育の一体性を踏まえ、3歳未満児の子どもの生活やあそびと保育の方法や環境についても具体的に理解
できるようにする。乳児期の子どもの心身の健康や安全及び情緒の安定を図るための配慮についても学んでいく。

授業の概要

子どもの主体性を育てるために保育士はどのように関わるのか、事例を通して具体的に理解できるようにする。
また、子どもと保育士の関係の重要性についても理解し、対応についても具体的に学んでいく。
子どもの発育・発達に応じて、生活や遊びにおける保育士の援助や環境構成について学び、実践に生かせるようにしてい
く。
３歳未満児の子どもの内面的な育ちについて、保育実践を通して理解を深めていく。

【授業計画】　

前期 後期

1　乳児保育の基礎知識の復習

2　愛着関係について（子どもと保育者の関係性）

3　子どもの心身の健康・安全を図るための配慮

4　保育の計画と記録・評価（計画の作成及び情緒の安定について）

5　保育の計画と記録・評価（発達記録の書くポイントについて）

6　子どもの生活や遊びにおける保育者の援助及び環境

7　子どもの生活や遊びにおける保育者の援助及び環境

8　乳児の玩具作り

9　基本の遊具について

10　グループ発表

11　乳児前期・中期の心の育ちと保育者のかかわり方

12　乳児後期・幼児期1歳半～3歳の心の育ちと保育者のかかわり方

　　定期試験

テキスト
「乳児保育」（一人一人を大切に）　萌文書林
「幼稚園教育要領」「保育所保育指針」「幼保連携型 認定こども園教育・保育要領」

13　幼児前期1歳半～3歳の心の育ちと保育者のかかわり方

14　環境の変化や移行に対する情緒の安定を図る配慮

15　まとめ

成績評価の方法

その他・注意事項

試験（８０％）、グループ研究・授業の最後に提出する小レポート（２０％）により、総合的に評価する。

主体的に授業に参加し、必要に応じてノートを取り理解を深める。
配布された資料はファイリングする。乳児保育についての「質問」「応答」を積極的に行う。

参考文献

授業時間外における
学習方法

「乳児保育の基本」フレーベル館出版　　　　・「乳児保育の実際」明治図書出版
「０～３歳児の保育　最初の3年間」明治図書出版
「心の育ちと対話する保育の本」加藤　繁美著　学研出版

授業内容に該当する部分を事前に読み、自分なりの考えをまとめておく。
授業内容を振り返り、テキスト・資料を読み直し、学習内容の理解を深め定着に繋げる。
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その他・注意事項

授業態度・講義中の質疑応答・発表内容・提出物（５０％）、期末試験（５０％）により、総合的に評価する。

積極的な授業態度やグループワークへの取り組み姿勢、活発な質問や意見発表による授業態度を重視する。

14 14　健康及び安全管理の実施体制（グループワーク発表）

　　定期試験

テキスト 「これだけはおさえたい！保育者のための子どもの保健Ⅱ（第2版）」　鈴木美枝子編著（2018）　創成社

15 15　期末試験・授業のまとめ

参考文献

授業時間外における
学習方法

授業中に適宜資料を配布する（配布資料を保管できる2穴バインダー等を各自用意すること）
「これだけはおさえたい！保育者のための子どもの保健Ⅰ（第4版）」　鈴木美枝子編著（2018）　創成社

【事前学修】テキストの該当ページに目を通しておくこと。
【事後学修】配布資料、テキストを参考に、学習した内容を復習すること。

成績評価の方法

11 11　保育施設における安全対策・危機管理・災害対策

12 12　健康及び安全管理の実施体制（1）保健だより作成準備

13 13　健康及び安全管理の実施体制（2）保健だより作成

8 8　小児の心肺蘇生法（人工呼吸・胸骨圧迫）

9 9　小児の心肺蘇生法（窒息）・食物アレルギー

10 10　個別的な配慮を要する子どもへの対応

5 5　子どもの健康観察：バイタルサインの測定

6 6　感染症の予防と対策

7 7　応急処置・包帯法・薬の取り扱い

4 4　身体計測・発育の評価・発達の評価/連絡帳

授業のテーマ及び
到達目標

【テーマ】子どもの保健Ⅰで学習する基礎知識やガイドラインを基に、子どもの心身の健康保持・増進のための保健活動に
関する専門職としての実践技術の習得を図る。健康な子どもの健康状態の把握や養護に関する基本的知識・ケア方法を基
礎とし、健康障害のある子どもや緊急時の対応、保育環境の整備や集団に対する安全管理に関する技術を学習する。
【到達目標】幼児教育、保育現場における専門職として、子どもの健康保持・増進と安全確保のために必要な、実践的知識・
技術・態度を習得することができる。

授業の概要

子どもの心身の健康保持・増進及び子どもの生命を守る安全確保は、保育者の専門的役割として重要な要素である。保育
者には、子どもの集団全体の健康と安全を考えるとともに、子ども一人ひとりの心身の状態や発達の過程を踏まえた対応が
求められる。
本授業では、子どもに対する日々のケアと応急処置の知識や技術を、グループワークおよび実技演習を通じて学び、子ども
の生命を預かる保育者としての実践能力を養う。

【授業計画】　

前期 後期

1 1　抱き方・衣服の着脱・オムツ交換・午睡

2 2　授乳・離乳食・食育/沐浴演習の準備

3 3　清拭・沐浴

授業形態 単　　位演習 １単位

科　目　名 子どもの健康と安全 担当教員 勝本　祥子

小林　明日香実施学期 後期
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その他・注意事項

課題の提出及び内容（３０％）、定期試験（７０％）により、総合的に評価する。

幼稚園教諭になることを常に意識して講義に臨むこと。

14
14　教育内容の実際
　・実習から習得した教育課程の実際

　　定期試験

テキスト プリントP1-P35（石塚作成）

15 15　まとめ

参考文献

授業時間外における
学習方法 5つの課題を行い提出する。

幼稚園教育要領　　(平成29年度告示)
保育所保育指針　　(平成29年度告示)
幼保連携型認定こども園教育・保育要領(平成29年度告示)

成績評価の方法

11
11　DVD ３・４・５歳児の発達、指導計画（P.13-14・20-21）
　・発達を確認する　・指導計画の作成と改善

12
12　指導案作成１（P.22-33）
　・教育課程の時期を選ぶ

13
13　指導案作成２
　・教育課程に沿った指導案（発表）

8
8　いろいろな教育課程１（P8-12）
　・3園の教育課程

9
9　いろいろな教育課程２
　・教育課程の作成する（課題４）

10
10　DVD　０・１・２歳児の発達（P.15-19）
　・発達を確認する(ノート提出)

5
5　遊びと総合的指導（P.4）
　・遊びの本質・総合的指導とは（課題２）

6
6　幼稚園教育要領（P5-6）
　・5領域のねらいと内容・総合的活動と5領域（課題３）

7
7　教育課程の編成と評価（P.7）
　・教育課程の必要性

4
4　どのような教育が求められているか（P.3）
　・環境教育・教師の役割

授業のテーマ及び
到達目標

幼稚園教育要領を基にして各幼稚園において編成される教育課程の意義や編成の方法を理解するとともに、各幼稚園の
実情に合わせてカリキュラム・マネジメントを行うことの意義を理解する。

授業の概要

幼稚園教育要領とプリントで講義は行う。
さらに、実習した日誌から教育現場における環境や遊びから教育の意味を見つけ、最終的には、教育課程に沿った指導計
画を立てていく。

【授業計画】　

前期 後期

1
1　教育課程編成論とは何か
　・教育編成論とは何か・講義オリエンテーション

2
2　保育とは何か（P.1)
　・幼稚園、保育所とは・３つの能力・どんな保育をしたいか（課題１）

3
3　幼稚園教育要領（P.2）
　・幼稚園教育要領の構成・求められる教育

授業形態 単　　位講義 ２単位

科　目　名 保育カリキュラム論 担当教員 石塚　泉

実施学期 後期
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成績評価の方法

その他・注意事項 特になし。

定期試験（６０％）、小テスト（４０％）により、総合的に評価する。

　　定期試験　 　　定期試験　

テキスト
「幼稚園教育要領」（平成２９年告示）
「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」（平成２９年告示）
「保育所保育指針」（平成２９年告示）　　　　　　「特別支援教育の基礎」 杉野学・長沼敏夫・徳永亜希雄編著  大学図書出版　 ２０１８年

参考文献

授業時間外における
学習方法 授業の復習で小テスト対策。

幼稚園・保育園における手引書「個別の教育支援計画」の作成活用 渡邉健治・丹羽登・天野珠路  ジアース教育新社
「自閉症のすべてがわかる本」　佐々木正美　講談社　　「ことばの遅れのすべてがわかる本」　中川信子　講談社
「AD/HDのすべてがわかる本」　市川宏伸　講談社

13　就学相談の仕組みと小学校への引継 28　母国語や貧困の問題等による特別の教育的ニーズへの対応

14　職員間の協働 29　インクルーシブ教育を推進する特別支援教育の今後のあり方

15　まとめ 30　まとめ

１０　注意欠陥・多動性障害の理解と指導 25　本人・保護者の多様なニーズに対応する地域支援（福祉・医療等も）

11　感覚と運動の発達 26　保護者の障害受容と保護者への配慮・支援

12　重症心身障害・医療的ケアの理解と援助 27　障害はないが特別の支援が必要な子どもの理解と指導

7　アセスメント（発達検査）と発達の遅れ 22　関係機関・保護者等との連携。保育者間の交流

８　早期発見早期治療と検診 23　特別支援教育コーディネーター・園内委員会等の園内協力体制

９　自閉症スペクトラム障害の理解と指導 24　支援体制の構築と支援会議。障害児支援の制度

４　視覚障害・聴覚障害・肢体不自由・病弱の障害の理解と指導 19  ことばの発達と指導

５　知的障害（知的発達障害）の理解と指導 20　「個別の指導計画」の作成・活用

６　発達障害や軽度知的障害や言語障害の理解と指導 21　「個別の教育支援計画」の作成・活用

1　インクルーシブ教育と特別支援教育 16　障害のある子どもの教育課程と「自立活動」

2　特別支援教育とは。その対象、ねらい、内容 17　基本的生活習慣の確立と社会的ルールの獲得

3　特別支援教育の制度、理念、仕組み。歴史的変遷 18　発達を促す生活や遊び。健康安全

前期 後期

授業形態 演習 単　　位 2単位

授業のテーマ及び
到達目標

特別の支援を必要とする子どもの障害の状態や心身の発達を理解し、インクルーシブ教育システムを含めた特別支援教育
の理念や仕組みを理解する。
そして、その子どもに対する教育課程や支援の方法を学ぶ。特に、個別の指導計画と個別の教育支援計画を作成する意義
と方法を理解する。
さらに、障害はないが特別の教育的ニーズのある子どもの学習上または生活上の困難とその対応を理解する。

授業の概要

発達障害や軽度知的障害をはじめとする特別の支援を必要とする子どもに対する支援の方法を具体的に学び、その方法を
例示する。また、「自立活動」の内容を理解し、障害に応じた支援の在り方を学ぶ。そして、特別支援教育の教育課程を踏ま
え、個別指導計画と個別の教育支援計画の実際を学ぶ。さらに、関係機関・家庭と連携し、特別支援教育コーディネーター
と協力して支援体制を構築する必要性を理解する。
障害はないが、特別な教育的ニーズのある子どもについても、学習上または生活上の困難を理解し、その対応を学ぶ。

【授業計画】　

科　目　名 特別支援保育 担当教員 中西　郁

実施学期 通年 実務経験 〇
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科　目　名 教育原理 担当教員 河野　紀之（A)

馬場　喜久雄（B・C)実施学期 前期

前期 後期

1 教育の意義Ⅰ
（教育の定義、教育の目的、乳幼児期の教育の特性）

授業形態 単　　位講義 ２単位

授業の概要

概念論的になりやすくなるのを防ぐために、具体的な事を常に考え、例や学生の身近な例を挙げながら理解させていく。
アクティブラーニングを常に考え、問題意識をもたせ、全員に発言させたり、グループ討議を入れながら、主体的に取り組ま
せる工夫をする。

【授業計画】

1

授業のテーマ及び
到達目標

「教育とは何か」ということを常に念頭に置き、日本、諸外国の教育理論、教育史、教育制度などを通して、教育の本質や原
理を理解し、社会に役立つ有能な教員、保育者のなろうとする意欲を培う。
①「教育とは何か」を理解している。
②日本及び諸外国の教育史を理解している。
③日本の公教育について理解している。
④社会に役立つ教員、保育者になろうとする意欲をもっている。

2 教育の意義Ⅱ
（教育の種類と内容、教育と子供、家庭福祉の関連性）

2

7 教育の制度（日本の学校制度） 7

6 日本の近代公教育（学制発布～教育基本法の成立） 6

3 教育思想の歴史的変遷Ⅰ（古代ギリシャからルネサンス・リアリズム） 3

4 教育思想の歴史的変遷Ⅱ（近代教育思想の成立と発展） 4

5 日本の教育の変遷(律令国家の教育～江戸時代の教育） 5

14 教育課程と教師の役割（教師に求められるものなど） 14

8 諸外国の教育制度 8

9 学校の経営（学校経営、学級経営など） 9

10 教育課程Ⅰ（教育課程の概要と国の基準） 10

11 教育課程Ⅱ（教育課程の実際） 11

12 教育の方法（学習指導、生活指導、教育評価等） 12

13 社会、家庭、学校の繋がり
（家庭と教育、社会と教育、学校と社会など）

13

成績評価の方法

その他・注意事項

定期試験（７０％）、提出物（３０％）により、総合的に評価する。

常に自分で考えて発表することを求め、主体的に授業に参加する姿勢を培う。

参考文献

授業時間外における
学習方法

「教育基本法」「学習指導要領」
「教育を学ぶ教育原理ノート」成田国英　東洋館出版社　２００１年

次週の予告をして、予習してくるようにする。

　　定期試験

15 まとめ（前期のまとめ）

テキスト
「保育小六法２０１９」ミネルヴァ書房　２０１９年
「幼稚園教育要領」(平成２９年告示)

15
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科　目　名 保育者論 担当教員 土屋　康子

実施学期 後期

講義

前期 後期

授業のテーマ及び
到達目標

【テーマ】保育者の姿勢、職務と責任、幼児・児童中心主義、学校（幼稚園・保育園・幼保連携型認定こども園等）の役割。
【到達目標】
①現代社会における教職の重要性の高まりを背景に、教職の意義、保育者の役割・資質能力・職務内容等を身に付ける。
②教職への意欲を高め、さらに適性を判断し、進路選択に資する教職の在り方を理解する。

授業の概要

・「保育者とは」を問い続けながら、具体的な事例をもとに、学生自ら考えを発表するように展開する。
・考えを論としてまとめたり、グループ討議をしたりして、授業に積極的に参加するよう進める。
・特に、目前の保育者としての自分自身の姿勢づくりになるようにする。

【授業計画】　

２単位授業形態 単　　位

1 1　教職の意義・教職観

2 2　保育者の役割・職務内容と倫理

3 3　保育者の制度的位置付け

4 4　保育者の専門性①(養護及び教育の一体的展開）

5 5　保育者の専門性②（家庭との連携と保護者に対する支援）

6 6　保育者の協働・関係機関との連携

7 7　保育者の資質向上とキャリア形成

8 8　教員の役割・資質能力

9 9　教員の服務

10 10　乳幼児への指導及び園務

11 11　教育の現代的課題①（事故と危機管理）

12 12　教育の現代的課題②（子供の命を守る教育）

13 13　チーム学校への対応①（多様な専門性をもつ人材との連携・分担）

14 14　チーム学校への対応②（組織的に諸課題に対応する重要性）

15 15　まとめ

テキスト

　　定期試験

「保育小六法2019」（ミネルヴァ書房）

「幼稚園教育要領」「保育所保育指針」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」
授業中に適宜資料を配布する。

【事前学修】テキストのうち、授業内容に該当する部分を読み、自分なりの考えをまとめておくこと。
【事後学修】授業の内容を踏まえ、テキストを読み直し、学習内容の定着を図ること。

積極的に授業に参加すること。

成績評価の方法

その他・注意事項

参考文献

授業時間外における
学習方法

定期試験（７０％）、提出物（３０％）により、総合的に評価する。
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その他・注意事項

定期試験（７０％）、提出物（３０％）により、総合的に評価する。

聞く、話す、討議を積極的に授業に臨む。

14 14 学級経営Ⅲ（学級経営の構想③－子供とのかかわり）

　　定期試験

テキスト
「保育小六法２０１９」ミネルヴァ書房書房　２０１９年
「幼稚園教育要領」（平成２９年告示）

15 15 まとめ（後期のまとめ）

参考文献

授業時間外における
学習方法

「Daigoの学級経営が５分で変わる心理学」　メンタリストDaigo著　文溪堂　２０１４年

次週の学習内容についてしっかりと予習をする。

成績評価の方法

11 11 学校経営（経営ビジョン）

12 12 学級経営Ⅰ（学級経営の構想①－親とのかかわり）

13 13 学級経営Ⅱ（学級経営の構想②－地域とのかかわり）

8
8 学校における保健衛生管理及び安全管理
（安全管理に関わるいろいろな法律）

9 9 子供の心を読み解く（メンタリズムの活用）

10 10 教育行政の組織及び運営

5 5 教育基本法Ⅲ（実現のために①　法に基づく文教政策）

6 6 教育基本法Ⅳ（実現のために②　生きる力と教育の課題）

7
7 学校教育法と同施行規則
（学校の目的と目標、幼・小・中・高の関連）

4 4 教育基本法Ⅱ（改正基本法の成立と意義）

授業のテーマ及び
到達目標

教育経営の意義を理解し、我が国の教育制度の成立と発展について学び、近代化・民主化の流れを知るとともに、これから
の教育を展望する。また、教育行政及び関係諸法規を学び、理解と関心を深める。
具体的な学校経営、学級経営を考え、自分のビジョンを確立する。現代の教育課題を学び、経営を考える。

授業の概要

教育経営の意義を抑えた後は、様々な場面を設定し、グループ討議も交えながら一人一人がしっかりと考えられるような授
業を行う。

【授業計画】　

前期 後期

1 1 教育経営の意義

2 2 我が国の教育制度の成立とその歩み

3 3 教育基本法Ⅰ（前基本法の成立と意義）

授業形態 単　　位講義 ２単位

科　目　名 教育経営 担当教員 河野 紀之（A)

馬場　喜久雄（B,C)実施学期 後期
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科　目　名 保育原理 担当教員 安西　豪行

実施学期 前期

授業形態 講義 単　　位 ２単位

授業のテーマ及び
到達目標

保育とは何か、保育の目標、内容、方法、制度、歴史と現状等の基本的な事柄の学びを通して保育についての意義や本質
を理解する。その上で学生が将来どのような保育者になりたいか、どんな保育を実践していきたいか、といった自己の保育観
を構築するための基礎ができることを目標とする。

授業の概要

基本的な理論の理解と実践的な理論の統合を図るため、可能な限り現場のエピソード、事例、資料等を用い、具体的な視
点から保育の原理を学び、保育とはどうあるべきかを考えていく。その中で、子どもの発達とそれを保障する保育援助・家庭
支援ができるような実践的知見等が育つように授業を展開する。

【授業計画】　

前期 後期

1　保育の方向性と保育実践の基礎となる発達観 1

2　保育に関する諸法令などからみる保育の原理 2

3　保育所保育指針・幼稚園教育要領等にみる保育の原理 3

4　養護と教育の一体化について 4

5　乳児保育・１歳以上３歳未満児の保育内容とその基本構造 5

6　保育内容のもつ基本的な特質（共同性・総合性・計画性） 6

7　多様な保育内容とその方法 7

8　子育て支援について学ぶ 8

9　西洋と日本の保育の創成期 9

10 西洋の保育実践の発展過程 10

11 日本の保育実践の発展過程 11

12 児童中心主義の保育を探る 12

13 保育者の在り方を考える 13

14 これからの保育に向けて 14

15 全体のまとめ 15

　　定期試験

テキスト 「Workで学ぶ保育原理」金瑛珠企画・編　わかば社　2019年改訂版

その他・注意事項

筆記試験、Work（テキストにある問題）、授業への参加態度により、総合的に評価する。

細かな記述や数値を覚えるより、保育を広い視点で捉えるようにする。

参考文献

授業時間外における
学習方法

【事前学修】次回授業に関連する内容について、テキスト・その他で調べておく。
【事後学修】学んだ内容を再確認しておく。

「幼稚園教育要領解説」　文部科学省　フレーベル館　２０１８年
「保育所保育指針解説」　厚生労働省　フレーベル館　２０１８年

成績評価の方法
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成績評価の方法

その他・注意事項

試験、授業態度、提出レポートにより、総合的に評価する。

授業に意欲的に参加し、疑問等があれば積極的に質問すること。

参考文献

授業時間外における
学習方法 次週の項目について予習をする。

「保育小六法２０１９」　ミネルヴァ書房編集部編
「社会福祉の手引き２０１８」　東京都編集
授業中に適宜資料を配布する。

　　定期試験

テキスト 「子ども家庭福祉の制度と支援」坂本健編著　大学図書出版

13　障害児、少年非行への対応 13

14　貧困家庭、外国籍の子どもとその家庭への対応 14

15　連携・協働とネットワーク 15

10　多様な保育ニーズへの対応 10

11　児童虐待・DV 11

12　社会的養護 12

7　子ども家庭福祉の施設 7

8　子ども家庭福祉の専門職 8

9　少子化と子育て支援サービス 9

4　児童の権利擁護 4

5　子ども家庭福祉の制度と法体系 5

6　子ども家庭福祉の実施機関 6

１ 子ども家庭福祉の理念と歴史 1

2　現代社会と子ども家庭福祉　 2

3　子ども家庭福祉と保育 3

前期 後期

授業形態 講義 単　　位 ２単位

授業のテーマ及び
到達目標

現代社会における子ども家庭福祉の意義を明確にして、歴史的変遷について理解し、子ども家庭福祉の制度、施策、実施
体制等についての知識を身につける。子ども家庭福祉の現状、動向についても常に留意し、課題や今後の展望についても
理解する。
子どもの権利、人権擁護についても理解を深める。

授業の概要

授業計画に基づき展開し、随時子ども家庭福祉に関する事例や新聞報道された内容等を取り上げ、問題が発生する様々
な要因を多角的に考察し、社会的な問題意識が持てるよう工夫した授業を行う。

【授業計画】　

科　目　名 子ども家庭福祉 担当教員 大沢　博

実施学期 前期 実務経験 〇
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成績評価の方法

その他・注意事項

試験、授業態度、提出レポートにより、総合的に評価する。

授業に意欲的に参加し、疑問等があれば積極的に質問すること。

参考文献

授業時間外における
学習方法

「保育小六法2019]
授業中に適宜資料を配布する。

次週の項目について予習する。

　　定期試験

テキスト 新基本保育シリーズ４「社会福祉」松原康雄編集　中央法規出版

13　少子高齢化社会における子育て支援 13

14　共生社会の実現と障害者施策 14

15　在宅福祉・地域福祉の推進 15

10　相談援助の対象と過程 10

11　相談援助の方法と技術 11

12　社会福祉における利用者の保護に関わる仕組み 12

7　社会保障及び関連制度の概要 7

8　社会福祉における相談援助の理論 8

9　相談援助の意義と機能 9

4　社会福祉の制度と法体系 4

5　社会福祉行財政と実施機関 5

6　社会福祉の専門職 6

1　社会福祉の理念と概念 1

2　社会福祉の歴史的変遷 2

3　子ども家庭支援と社会福祉 3

前期 後期

授業形態 講義 単　　位 ２単位

授業のテーマ及び
到達目標

現代社会における社会福祉の意義を明確化して、歴史的変遷及び社会福祉における子ども家庭福祉の視点について理解
し、社会福祉の制度、実施体系等について理解する。
社会福祉における相談援助、利用者の保護に関わる仕組みについて理解を深め、社会福祉の動向と課題についての知識
を身につける。

授業の概要

制度としての社会福祉の仕組みについて、様々な問題を取り上げ基礎的な理解を深めていく。
社会福祉のニーズに対応する知識を習得し、子ども、障害者、高齢者等の利用者を支援援助して人々の幸福を追求してい
けるようにする。

【授業計画】　

科　目　名 社会福祉 担当教員 大沢　博

実施学期 前期 実務経験 〇
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科　目　名 子ども家庭支援論 担当教員 相澤　千枝子（Ａ・Ｂ）

実施学期 後期 実務経験 〇

授業形態 講義 単　　位 ２単位

授業のテーマ及び
到達目標

子育ての実態や家庭の現状を踏まえた家庭支援の在り方を解説し、子育て家庭への支援の必要性と、どのような支援が求
められているかの具体的な方法を考察する。
【到達目標】
・社会の背景や政策動向などから家庭の意義・機能について理解できる。
・ニーズに応じた多様な支援や関係機関との連携を考える。　・これからの子育て家庭支援の方向性

授業の概要

　子どもが育つ場として、成長発達を守るには、家族・家庭の養育の担い手である、子育て家庭への支援が大きな鍵である。
家庭の機能、変遷、家庭の現状に着目し、親の持てる力を十分にはっきできるような環境づくりや親が主体的に、子育てに
かかわれるような方策について、地域や社会的な観点から、保育者の立場から、具体的な支援を考察する。

【授業計画】　

前期 後期

1 1　子育てと「家族」「家庭」

2 2　家族・家庭の動向と現状

3 3　家庭支援の課題

4 4　子育て家庭を取り巻く社会環境の変化

5 5　子育て意識の変化

6 6　子育て「困難」のさまざま

7 7　子育て家庭を支援する具体的な制度

8 8　子育て家庭支援の政策動向

9 9　子育て家庭支援の目的

10 10　相談・援助者の役割と基本的態度

11 11　援助の実際①

12 12　援助の実際②

13 13　特別なニーズへの対応の考え方

14 14　世界の子育て

15 15　まとめ

　　定期試験

テキスト
MINERVAはじめて学ぶ子どもの福祉<10>「家庭支援論」　ミネルヴァ書房
「幼稚園教育要領」、「保育所保育指針」、「幼保連携型認定子ども園教育・保育要領」
必要に応じて適宜レジュメを配布する。

その他・注意事項

日頃の授業の参加状態、提出物、定期試験により、総合的に評価する。

読みとる力・聞き取る力をつける。「なぜ」と疑問をもち、「～だから」「なぜならば」と自分の考えを述べる。

参考文献

授業時間外における
学習方法

「子育ち・子育て支援学」　保育出版社

社会の情勢に目を向け、広い視野から子どもや保育の問題を捉えられるように、「今、気になるニュース」をまとめる。

成績評価の方法
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グループワークを含む授業への参加態度・授業内でのレポート(40％)、試験(60％)により、総合的に評価する。

ワークやグループ形式での学習場面では、積極的に参加し、発言する。
２穴バインダーやファイルなどを各自で用意し、配布資料を保管すること。

成績評価の方法

その他・注意事項

【事前学習】シラバスに記載されている授業内容に該当する部分を確認し、読んでおくこと。
【事後学習】配布資料、テキストを参考にし、授業内容で学んだテーマについて考える機会をもつ。

参考文献

授業時間外における
学習方法

必要に応じて、適宜、資料を配布する。

　　定期試験

テキスト MINERVAはじめて学ぶ子どもの福祉<10>「家庭支援論」　ミネルヴァ書房

13 13　要保護児童およびその家庭に対する支援

14 14　子育て支援に関する課題と展望

15 15　まとめ

10 10　子どもの家庭支援の内容と対象

11 11　保育所等を利用する子どもの家庭への支援

12 12　地域の子育て家庭への支援

7 7　保育士に求められる基本的態度

8 8　家庭の状況に応じた支援

9 9　地域の資源の活用と自治体・関係機関との連携・協力

4 4　保育の専門性を活かした子どもの家庭支援とその意義

5 5　子どもの育ちの喜びの共有

6 6　保護者及び地域が有する子育てを自ら実践する力の向上に資する支援

1 1　子ども家庭支援の意義と必要性

2 2　子ども家庭支援の目的と機能

3 3　子育て家庭の福祉を図るための社会資源

前期 後期

授業形態 単　　位講義 ２単位

授業のテーマ及び
到達目標

保育の現場では、家庭や地域の様々な社会資源との連携を図りながら、保護者に対する支援及び地域の子育て家庭に対
する支援が求められている。保育士の専門性を生かした支援とはどのような支援かを考える。
到達目標として、①子育て家庭に対する支援の意義・目的を理解する。②保育の専門性を活かした子ども家庭支援の意義
と基本について理解する。③子育て家庭に対する支援の体制について理解する。④子育て家庭のニーズに応じた多様な
支援の展開と子ども家庭支援の現状、課題について理解する。

授業の概要

子育て家庭に対する支援の意義・目的を理解し、家庭支援で求められている子育ての問題や課題について、保育士の専門
性を活かした支援について考えるようにする。
子ども家庭支援に対する具体的な事例を紹介し、グループでのワークを行いながら、子どもや保護者にとって必要な家庭支
援とは何かを理解できるようにする。

【授業計画】　

科　目　名 子ども家庭支援論 担当教員 雨宮　裕子（Ｃ）

実施学期 後期
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成績評価の方法

その他・注意事項

課題提出（３０％）、試験（７０％）により、総合的に評価する。

保育士になることを常に意識しながら、ニュースなどに関心をもち、講義にもその意思をしっかりと持って参加する。

参考文献

授業時間外における
学習方法

「保育小六法」　　ミネルヴァ書房

プリントの内容を、厚生労働省のホームページからの実際の調査結果によって、補強する。

14.DVD　特別養子縁組

　　定期試験　

テキスト プリント

15.まとめ

11.社会的養護の対象・形態・専門職

12.社会的養護に関する社会的状況、施設等の運営管理

13.日措置児童等の虐待防止、社会的養護と地域福祉

8.社会的養護の仕組みと実施体系

9.DVD 　児童養護施設の実際「もう泣かない」

10.社会的養護の制度と実施体系

5.子どもの人権擁護と社会的養護、社会的養護の基本原則

6.社会的養護における保育士等の倫理と責務

7.社会的養護の制度と法体系

4.社会的養護の歴史的変遷
  第二次世界大戦後～子どもの権利条約

授業のテーマ及び
到達目標

社会的養護について、次にあげる５項目について理解し、保育士として社会的養護を必要とする子どもたちと向き合う姿勢
を確立する。
①現代社会における社会的養護の意義と歴史的編纂について理解する。　②子どもの人権擁護を踏まえたを踏まえた社会
的養護の基本について理解する。　③社会的養護の制度や実施体系等について理解する。　④社会的養護の対象や携
帯、関係する専門職等について理解する。　⑤社会的養護の現状と課題について理解する。

授業の概要

プリントと厚生労働省が発表している資料を中心に学習を進める。

【授業計画】　

前期 後期

1.社会的養護の理念と概念・講義オリエンテーション

2.社会的養護の歴史的変遷　古代～明治

3.社会的養護の歴史的変遷  大正～第二次世界大戦

授業形態 単　　位講義 ２単位

科　目　名 社会的養護Ⅰ 担当教員 石塚　泉

実施学期 前期
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科　目　名 発達心理学Ⅰ 担当教員 安西　豪行

実施学期 後期

前期 後期

1

授業形態 単　　位講義 ２単位

授業のテーマ及び
到達目標

保育者にとって必要な「人間の発達」および「人間の学習」についての基礎的な概念を学ぶ。生涯発達を視野に入れなが
ら、主として乳幼児期の平均的な発達的特徴について理解する。同時に、発達を前提とした学習に関する諸原理を理解す
る。
これらのことの概要を知り、発達的視点から子どもを理解し、幼児期に相応しい学習行動を促すための適切な対応姿勢のあ
り方を考えられるようになることを目標とする。

授業の概要

当初は、発達及びそれに関する基礎概念（発達要因・発達段階・生涯発達等）を学習的な要素も含めた授業内容とする。
次いで、乳児期から青年期までの発達的特徴の概略を、幼児期を中心にした授業内容により展開する。
その後、発達的変化を前提に、学習に関する基礎事項を応用的に考える授業を展開する。
最後に、発達・学習を相互に関連づけた全体的なまとめを行う。
授業形態は講義であるが、学生主体の「アクティブ・ラーニング」の方式を随時取り入れる。

【授業計画】　

1　発達、発達心理学、発達の要因、発達と学習

2 2　発達の原理・法則、発達段階・発達課題・生涯発達

7 7　４歳児（幼稚園年中児）の発達的特徴

6 6　３歳児（幼稚園年少児）の発達的特徴

3 3　０歳児（乳児期）の発達的特徴

4 4　１歳児の発達的特徴

5 5　２歳児の発達的特徴

8 8　５歳児（幼稚園年長児）の発達的特徴

9 9　児童期・青年期の発達的特徴

10 10　学習とは何か（学習の定義・学習の範囲）

11 11　学習の成立過程、学習の保存（記憶）

12 12　学習方法の分類、学習の転移

テキスト 資料等を適時配布する。

13 13　学習の動機付け（発達段階を考慮）

14 14　ＡＴＩ（適正処遇交互作用）　教育評価

　　定期試験

15 15　人間の発達と学習の関連性（全体的なまとめ）

その他・注意事項

「幼稚園教育要領解説」　文部科学省　フレーベル館　2018年
「保育所保育指針解説」　厚生労働省　フレーベル館　2018年

おおよそ授業３回につき１回の割合で、授業内容の振り返りとしての「課題」を授業時間外の学習として課する。
これらとは別に、受講者各自の作成する「授業の要点」も作成させる。

定期試験（７０％）、提出物（３０％）により、総合的に評価する。

「覚える」よりも「考える」」を重視する。

授業時間外における
学習方法

成績評価の方法

参考文献
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科　目　名 子ども家庭支援の心理学 担当教員 中野　裕美子

実施学期 後期

前期 後期

1

授業形態 単　　位講義 ２単位

授業のテーマ及び
到達目標

①生涯発達に関連する心理学の基礎知識を得て、子どもの初期の経験の重要性を理解する。
②家族関係について客観的な視点をもって子どもをとらえる。
③子育て家庭の社会的状況をつかむ。
④子どもの精神保健に関する知識を得る。

授業の概要

第一の段階は、生涯発達の心理学の基礎を学んで、学生本人も含めた発達に関して興味を高める。自分の育ってきた環境
や家族関係を振り返り現在の自分にどのような影響があったのかを考える。
第二の段階は、保育の対象になる子どもを理解するために、家族関係や親子関係がどうなっているのかを考える。
第三の段階では、子どものいる家庭をどのように支援することが望ましいのかを社会的な見地から考える。

【授業計画】　

1　Introduction

2 2　乳児期から学童期前期にかけての発達

7 7　復習とまとめ（１）

6 6　親子関係・家族関係

3 3　学童期後期から青年期にかけての発達

4 4　成人期・老年期における発達

5 5　家庭・家族の機能

8 8　子育て経験と親の育ち

9 9　子育てをめぐる社会的な状況

10 10　ワーク・ライフ・バランス

11 11　多様な家庭（１）ひとり親家庭

12 12　多様な家庭（2）ステップファミリー

13 13　多文化共生社会の子育て

14 14　子どもの精神保健

　　定期試験

15 15　復習とまとめ（２）

その他・注意事項

「実践　家庭支援論　第3版」　松本園子ほか著　ななみ書房

「子育て支援の心理学」　無藤隆・安藤智子編　有斐閣コンパクト

【事前学修】配布資料は事前に渡すのであらかじめ読んで授業に参加する。
【事後学修】授業の内容を踏まえ、テキストを読み直し、自分なりの考えをまとめておくこと。

小テスト２回の平均点（90％）、受講態度（10％）により、総合的に評価する。

自分の成長を振り返ることから始めて、保育の専門家として子どもを包括的に見ることができるようにする。

授業時間外における
学習方法

成績評価の方法

テキスト

参考文献
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科　目　名 子どもの保健 担当教員 吉備　智史（A）

村田　翔（B・C）実施学期 前期

前期 後期

1　オリエンテーション
　　生命の保持と情緒の安定に係る保健活動の意義と目的　[第1章-1]

授業形態 単　　位講義 ２単位

授業のテーマ及び
到達目標

【テーマ】子どもと家族の健康、成長・発達、解剖生理、日常生活活動といった小児領域における基礎知識を中心に学ぶ。
さらに、子どものかかりやすい病気や症状についても学びを深め、子どもの健やかな成長を育むための知識についても学習
する。
【到達目標】子どもと関わる専門職として、必要な小児保健・精神保健の知識を取得し、保育現場における子どもの身体的・
精神的・社会的健康の保持・増進および病気・症状や健康問題に対する適切な対応を理解することができる。

授業の概要

近年、慢性疾患や障害を抱えた子どもの保育の必要性も増え、子ども一人ひとりの心身の状態や発達の過程を踏まえた保
健的な対応が求められている。
子どもの身体的・精神的・社会的な健康の総合的観点から、子どもの健康の保持・増進について学び、保育者として保健活
動を実践するための基礎的な知識・能力の向上を目指す。また保育士養成課程の見直しに合わせて、保育士としての業務
を行う上で重要である保護者や地域との関わりや、現代社会における子どもを取り巻く環境・状況についても概観する。

【授業計画】　

1

2　健康の概念と健康指標
　　現代社会における子どもの健康に関する現状と課題　[第1章-2]

2

7　子どもの身体的発育・発達と保健：　生理機能の発達と保健
　　[第2章-5.6]

7

6　子どもの身体的発育・発達と保健：　運動機能の発達
　　[第2章-3]

6

3　地域における保健活動と子ども虐待防止
　　[第3章-2, 第8章-4]

3

4　子どもの身体的発育・発達と保健：　わたしたちの身体
　　[第2章-1]

4

5　子どもの身体的発育・発達と保健：　子どもの身体発育
　　[第2章-2]

5

8　子どもの心身の健康状態とその把握：
　　健康状態の観察・保護者との情報共有　[第5章-1，第8章-1.3]

8

9　子どもの心身の健康状態とその把握：心身の不調等の早期発見
　　[第2章-4，第3章-1]

9

10　子どもの心身の健康状態とその把握：発育・発達の把握と健康診断
[第3章-2，第5章-6]

10

11　子どもの疾病の予防及び適切な対応：感染症
　　[第5章-3]

11

12　子どもの疾病の予防及び適切な対応：アレルギー疾患
　　[第5章-3]

12

13　子どもの疾病の予防及び適切な対応：その他の疾患
　　[第5章-3.4]

13

14　子どもの疾病の予防と適切な対応，すこやかな育ちのために
　　[第5章-2.5，第8章-1.5]

14

　　定期試験

15　まとめ 15

成績評価の方法

その他・注意事項

授業への参加状況・授業態度（15%）、提出物・ワークシート（15%）、試験（70%）により、総合的に評価する。

注意事項に関しては、初回、授業のオリエンテーションで説明する。
2穴バインダーなどを各自で用意し、配布資料をきちんと保管すること。

テキスト

参考文献

「これだけはおさえたい！保育者のための子どもの保健Ⅰ」 鈴木美枝子　編著　創成社
「これだけはおさえたい！保育者のための子どもの保健Ⅱ」 鈴木美枝子　編著　創成社

授業中に適宜資料を配布する。

授業時間外における
学習方法

【事前学習】シラバスに記載されている教科書の該当ページを読むこと。
【事後学習】配布資料の「まとめ」の部分を参考に学習した内容を復習すること。ワークシートを復習すること。
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成績評価の方法

その他・注意事項

定期試験（80％）、毎回の授業における提出課題や確認小テスト（20％）により、総合的に評価する。

実習時には、三角巾・エプロン・ハンドタオル・上履き・下履き入れを必ず用意すること。

参考文献

授業時間外における
学習方法

【事前学修】テキストを読んでおくなど、次回の授業の準備をする。
【事後学修】授業で学んだことをまとめる。また、日々の生活の中で食に関する情報に興味関心を持つ。

特になし。

14 総合的まとめ-1 14 総合的まとめ-1

　　定期試験 　　定期試験

テキスト

15 総合的まとめ-2 15 総合的まとめ-2

「子どもの食と栄養」　第５版
「カラーチャート」　「食品成分表」

11 障害をもつ子どもの食事と食生活（テキストｐ.184～） 11 行事食・郷土料理を取り入れた調理保育の実践（実習）-1

12 児童福祉施設の栄養と食生活（テキストｐ.213～） 12 行事食・郷土料理を取り入れた調理保育の実践（実習）-2

13 栄養教育・食育（テキストｐ.235～） 13 行事食・郷土料理を取り入れた調理保育の実践（実習）-3

8　食事調査・栄養計算・食事診断（テキストｐ.63～） 8　乳児期栄養（実習）離乳食（9～18か月頃）

9　学童期・思春期の栄養と食生活（テキストｐ.136～） 9　幼児期の心身の特徴と食生活（テキストｐ.111～）

10 病気の時の栄養と食生活（テキストｐ.161～）　 10 幼児期の特徴と間食の意義（実習）

5　栄養素の消化・吸収・代謝（テキストｐ.37～） 5　乳児期栄養（実習）調乳

6　食事摂取基準（テキストｐ.41～） 6　離乳の意義（テキストｐ.94～）

7　献立作成と調理の基本（テキストｐ.63～） 7　乳児期栄養（実習）離乳食（5～8か月頃）

4　栄養素とその機能（テキストｐ.31～） 4　乳児期の心身の特徴と食生活（テキストｐ.78～）

授業のテーマ及び
到達目標

　1.子どもの発達段階における栄養や食生活の特性・重要性を認識し評価ができる。
　2.保育者として、日々の食べ物の摂取について、栄養の役割と重要性が理解できる。
　3.食に関する援助や支援を子どもや保護者にも行うことができる。
　4.食育の基本を知り、現場における食育指導へと発展できる。

授業の概要

　子どもの発達段階における栄養や食生活の特性・重要性を認識し、心身の順調な発育・発達を促し、健康な生活を営むた
めに、日々の食べ物の摂取について、保育との関連の中で保育者として対応できる栄養の基礎について学ぶ。また、子ども
の食生活を学びながら、保育者自身の望ましい食生活についても習得し、保護者への支援もできるように講述する。生活や
地域社会の関係や環境を含む現代社会の食に関わる問題や、食の文化などとの関わりより、食育の基本を知り、現場にお
ける味覚を育てるなどの具体的な食育指導方法を学ぶ。

【授業計画】　

前期 後期

1　子どもの栄養と食生活の意義（テキストｐ.1～） 1　オリエンテーション

2　発育発達の基本的理解（テキストｐ.5～） 2　妊娠・授乳期の心身の特徴と食生活（テキストｐ.69～）

3　栄養と食事に関する基礎知識（テキストｐ.31～） 3　妊娠・授乳期栄養（実習）

授業形態 単　　位演習 ２単位

科　目　名 子どもの食と栄養 担当教員 加藤 和子

実施学期 通年
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科　目　名 子ども理解の理論と方法　 担当教員 相澤 千枝子

実施学期 前期 実務経験 〇

授業形態 演習 単　　位 １単位

授業のテーマ及び
到達目標

幼児の理解においては、対象となる幼児や、その時の状況などが異なる中での援助、支援となるので、当然違いがあるが、
保育者の基本的な姿勢に違いがあってはならない。
①幼児理解の意義と保育実践の中で、保育を考察する力を身に付ける。　②幼児理解をするための保育の方法を知る。
③子どもの発達する姿と個と集団の育ち合いを知る。　④様々な保護者とのかかわり方の中で保護者の対応を知る。

授業の概要

幼児の言葉や行動には、いろいろな意味がある。そのことを理解することが保育の基本である。幼児一人ひとりを理解するこ
と（幼児理解）の大切さの認識を深め、さらに「子どもに心を寄せる」などの保育者の姿勢から専門性についても追及する。
また、個と集団の関係から、個が生かされる集団作りとは等、集団のなかでの育ち合いに視点を当てる。子ども自身が伸び
てゆく方向性を見極めることを大切にし心身の発達を促し、子どもの内面を理解することが、保育者の専門性として重要なも
のであることが分かる。

【授業計画】　

前期 後期

1　保育の基本と子ども理解 1

2　環境を通しての教育と子ども理解 2

3　幼児にとっての園生活―個と集団とは 3

4　求められる保育者の専門性―保育者に求められる姿勢について 4

5　子どもの発達や学びの姿を捉える―発達の特性とは 5

6　幼児理解の方法―5つの方法を探る（理論） 6

7　幼児理解の方法―5つの方法を探る（事例） 7

8　観察、記録の方法を分析・考察する 8

9　事例から記録を作成する 9

10　幼児理解にもとづく保育者の援助　事例研究グループワーク 10

11　幼児理解にもとづく保育者の援助　事例研究グループワーク発表
11

12　学びのつながりと評価について
　　　5領域と「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」からの学びのつながりについて

12

13　学びのつながりと評価について
　　　5領域と「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」から評価ついて

13

14　保護者支援
　　　カウンセリングの基礎的な姿勢と家庭支援の方法を学ぶ

14

15　まとめ 15

　　定期試験 　　

テキスト
「幼稚園教育要領」　平成29年告示
「幼保連携型認定子ども園教育・保育要領」　平成29年度告示
「保育所保育指針」　平成29年度告示

その他・注意事項

定期試験（７０％）、毎回の授業の最後に提出するレポート・授業態度（３０％）により、総合的に評価する。

特になし。

参考文献

授業時間外における
学習方法

授業中に、適宜、資料を配布する。

授業の内容を踏まえ、テキストを読み直し、学習内容の定着を図ること。

成績評価の方法
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科　目　名 教育実習指導 担当教員 １年担任

実施学期 前期

授業形態 演習 単　　位 １単位

授業のテーマ及び
到達目標

・教育実習の意義・目的・実習生としての心構えを理解する。
・幼児理解のための観察の視点と方法・教材研究・環境設定・指導案作成・記録の取り方など、教育実習に必要な知識・技
能・態度を総合的に習得する。
・記録の取り方・記入内容を習得する。・指導案の書き方を理解し、作成できる。
・実習後、振り返りにより幼稚園教諭をめざすための自己課題を明確にする。

授業の概要

・教育実習に望むための基礎的事項。「意義・ねらい」から「実践・反省・今後の課題」までを理解し学ぶ。
・見学実習の観察の視点、オリエンテーションの受け方、日誌の記録の方法、指導案の書き方、模擬保育を通じての実践演
習など、必要事項を個人・グループワーク・一斉授業などの形態で学ぶ。

【授業計画】　

前期 後期

１.教育実習の意義・目的（Ⅰ章） １.幼稚園の一日の流れと実習生の活動（ビデオ）

２.教育実習の内容・時期・流れ・履修単位について（Ⅰ章）
２.日誌記録の記入方法
　（Ⅲ章-1　オリエンテーションの内容　実習園の概要など）

３.実習に臨むにあたっての心構え（Ⅰ章） ３.日誌記録の記入方法（Ⅲ章-2　予定表の記入）

４.教育実習の具体的な内容（Ⅱ章） ４.観察したことの文章化　(書式に沿った書き方と注意点)

５.幼稚園教員に求められる話し方（あいさつ・敬語・電話） ５.観察したことの文章化　(実習のねらいに沿った書き方)

６.幼稚園教員に求められる文章表現（文章の書き方・漢字） ６.部分実習指導案の書き方

７.幼稚園見学実習の目的・内容・留意点（Ⅱ章・Ⅴ章） ７.部分実習指導案の作成

８.見学実習の視点①（幼児の発達） ８.幼児の発達に合った絵本の選び方

９.見学実習の視点②(教師の働きかけ) ９.生活の歌・季節の歌

10見学実習の視点③（環境構成） 10.模擬保育の演習①（絵本の読み聞かせ・紙芝居）

11.幼稚園見学実習のまとめ 11模擬保育の演習②（手遊び・音楽）

12.見学実習の振り返りと今後の課題 12.模擬保育の演習③（身体表現・運動あそび・ゲーム）

13.教育実習への準備①（書類の作成） 13.教育実習の自己評価　反省

14.教育実習への準備②（オリエンテーションの受け方） 14.幼稚園教員をめざす上での今後の課題

15.まとめ 15.まとめ

テキスト
「教育実習の手引き」　竹早教員保育士養成所
DVD「教育実習生の一日」

その他・注意事項

学習態度、課題の提出の状況などにより、総合的に評価する。

規定の授業時数を受講しなければ教育実習には参加できない。

参考文献

授業時間外における
学習方法

「実習ワーク」　朋文書店
「実習日誌の書き方」　朋文書店

教材作成。
絵本や紙芝居などの教材を探し、演じることができるように練習する。

成績評価の方法
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後期

科　目　名 教育実習 担当教員

前期 後期

授業形態 実習 単　　位 ２単位

授業のテーマ及び
到達目標

幼稚園の実習を具体的に体験することにより、幼児の心身の発達・幼稚園における教育のあり方を理解し幼稚園教諭として
の自覚を深める。幼稚園教育要領に定められた幼稚園の教育内容を実際に体験し、理解する。幼児と接し、活動や心身の
発達状況等幼児理解を深める。幼児への場に応じた言葉かけなどの対応の仕方を学ぶ。
幼稚園教諭の職務内容を理解し、幼稚園教諭をめざすための自己課題を明確にすることができる。

授業の概要

１年担任

実施学期

現場で経験を積むことにより、幼稚園の在り方や、保育者の在り方について学ぶ。
授業で学んだ内容と現場での体験を関連づけて生かす。

【授業計画】　

参考文献

授業時間外における
学習方法

成績評価の方法

その他・注意事項

テキスト
「教育実習の手引き」　竹早教員保育士養成所
DVD「教育実習生の一日」

「実習ワーク」　朋文書店
「実習日誌の書き方」　朋文書店

手遊び、絵本や紙芝居などの教材を探し、演じることができるように準備し練習しておく。

実習園による評価結果に基づく。

欠席や遅刻、早退については補充を行う。ただし、3日以上欠席の場合は再実習となる。

〇見学・観察実習
  ・幼稚園の要覧などを通じて、実習園の教育方針を知る。
　・実習園の人的環境及び地域環境等の諸条件について知る。
　・保育全般を観察し、指導内容や指導技術の基礎を学ぶ。
　・幼児の特質、個性、能力の差異について知る。
　・指導計画と実際の指導との関連や教育の流れを考察する。
　・清掃や整理についての方法を学び実践する。
　・教育実習日誌に記録を整理し、指導教師に提出する。

〇参加実習
　・幼児との触れ合いを通して、幼児の実態を把握する。
　・指導教師の指示に従い、教育の準備や片付けを行う。
　・健康観察、家庭への連絡方法等、教育上必要な事項について知る。

〇指導実習（部分）
　・保育の一部を受け持ち、保育の実践を経験する。
　・保育内容の指導にあたっては指導教師の指導を受け、実践する。
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科　目　名 保育実習指導Ⅰ(保育所) 担当教員 １年担任

実施学期 後期

前期 後期

授業形態 演習 単　　位 １単位

授業のテーマ及び
到達目標

保育実習Ⅰ（保育所）の保育実習を円滑かつ効果的に進めるための知識・技術を習得し、実習意欲を高めるとともに、実習
内容・課題を明確にする。保育実習を行う前の知識・技術を学ぶ。

授業の概要

保育実習Ⅰ、Ⅱ，Ⅲの理解、保育実習の意義と目的を理解する。保育者の役割を理解する。
オリエンテーションの理解と受け方、実習の計画・観察と参加実習の在り方、記録の取り方、評価の方法等、具体的に学ぶ。

【授業計画】　

7

8 8　部分実習指導計画案の立て方①

9 9　部分実習指導計画案の立て方②

1　保育実習Ⅰ事前指導①　保育実習計画
　　・保育実習の講義、目的・保育実習の時期と実習施設
　　・保育実習の実習内容
　　　(講習単位、ねらい、保育実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの理解など)
2　保育実習Ⅰ事前指導②　事前準備
　　・保育士の資質  ・子どもとのかかわり
　　・保育所の生活(デイリープログラムや保育所の特性)
3　保育実習Ⅰ事前指導③　事前準備
　　・実習生の心得・音楽リズムと健康管理
4　保育実習Ⅰ事前指導④　実習内容
　　・実習日誌の書き方
5　保育実習Ⅰ事前指導⑤　実習内容
　　・オリエンテーションの理解・受け方
6　保育実習Ⅰ事前指導⑥
　　・実習先確認、書類作成、細菌検査指導など
7　保育実習Ⅰ事前指導⑦
　　・観察実習の内容(施設見学を含む)　　・部分実習の内容

4

5

6

1

2

3

10 10　部分実習指導計画案の立て方③

11 11　年齢別発達のめやす、発達の理解

12
12　保育教材(絵本・紙芝居・制作)
　　 手遊び、集団あそびなどの研究・演習

13
13　保育教材(絵本・紙芝居・制作)
　　 手遊び、集団あそびなどの研究・演習

14
14　保育実習Ⅱ・Ⅲの選択・準備
　　・電話のかけ方、内諾・承諾、書類作り

15
15　保育実習Ⅰ事後指導　実習振り返り
　　　実習日誌の取り扱い、反省・まとめ、礼状

テキスト 保育実習の手引き・実習ノート

参考文献

授業時間外における
学習方法

適宜必要に応じて資料など配布する。

保育内容に関する授業の復習と、各歳児の発達段階を確認する。

成績評価の方法

その他・注意事項

学習態度、課題の提出の状況などにより、総合的に評価する。

規定以上の欠席者は、保育実習への参加はできない。
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科　目　名 保育実習Ⅰ(保育所) 担当教員 １年担任

実施学期 後期

授業形態 実習 単　　位 ２単位

●見学・観察実習
　◎実習園の概要を把握し、保育方針を知る。
　　　・保育所の存在する周辺地域の状況。
　　　・保育所の機能とその役割
　　　・保育所職員の仕事内容やその役割。
　
◎保育全般を観察し、保育内容や保育技術の基本を学ぶ。
　　　・保育所の一日の流れを知る。
　　　・子どもの観察を通じて乳幼児の一般的な発達を知る。
　　　・保育者の子どもへの声かけやかかわり方を通して子どもへの
　　　　具体的な援助方法を学ぶ。

　◎保育環境の清掃や整理整頓の方法を知り、清潔や安全について学ぶ。

　◎保育実習日誌に観察した内容を整理して記録し、担当者に提出する。

授業のテーマ及び
到達目標

保育所で乳幼児とともに生活する中で、この時期の子どもに対する理解を深める。
保育所の機能やそこでの職員の職務内容を学ぶ。

授業の概要

保育所の機能や保育内容など、実際の体験を通して理解し、各教科で学んだ理論が実習先でどのように行われているかを
知る。

【授業計画】　

前期 後期

テキスト

●参加・部分実習
　◎保育者の指示や指導に従い、保育活動に参加する。
　　　・一日の生活の流れ（受入れ時の健康観察、活動、休息など）の
　　　　意味と内容を知る。
　　　・乳幼児との遊びやかかわりを通して各年齢の発達を理解する。
　　　・個々の子どもやクラス集団について知る。
　　　・清掃や整理整頓など衛星や健康、安全のための環境設備について
　　　　具体的に学ぶ。
　　　・遊びのための環境構成について、保育の準備や後片付けの通して
　　　　積極的に体験する。
　　　・養護に関わる基本的な生活の中で、保育者の子どもに対する働きかけ方や
　　　　援助の仕方を学ぶ。
　　　・保育者の指導のもと、子どもの遊びに積極的に加わり、遊びへの働きかけや
　　　　援助の仕方を学ぶ。
　　　・保育の補助者としての役割を体験する。

　◎保育の一部を受け持ち、保育の実際を経験する。
　　　・基本的な生活の一部である排泄、衣類の着脱、手洗いを始め食事の準備や
　　　　後片付け、子どもの誘導などの実習を行う。
　　　・絵本の読み聞かせ、紙芝居、手遊び、パネルシアターなどの
　　　　保育を経験する。

　◎保育内容の実践にあたっては、担当保育士の指導のもと行う。

　＊各園にある指導計画（月案・週案）、連絡帳を見せていただく。

「保育実習の手引き」　竹早教員保育士養成所
「実習ノート」　竹早教員保育士養成所

その他・注意事項

実習園による評価結果に基づく。

欠席や遅刻、早退には、補充実習を行う。ただし、３日以上の欠席は再実習となる。

参考文献

授業時間外における
学習方法

子どもたちと接する機会を作るとともに、子どもたちの様子をよく観察するなど、関心をもたせる。また、保育図書などもそろえ
て学ぶ姿勢を持たせる

特になし。

成績評価の方法
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科　目　名 音楽Ⅰ 担当教員
赤津・片桐・山川・佐藤・須田
仕入・鉄矢・毛塚・白井・水城

実施学期 通年

授業形態 演習 単　　位 ２単位

授業のテーマ及び
到達目標

【テーマ】幼稚園・保育所における子どもの表現活動を展開するために必要な音楽の基礎的な知識を理解し、ピアノの基礎
技術を習得することを通して、実践の場で活用できる音楽的な実践力の向上をめざす。
【到達目標】①読譜ができ、音楽用語・記号を参考にしながら曲想の工夫ができる。　②子どもの歌の弾き歌いができる。
③場に応じた曲づくりやアレンジができる。

授業の概要

本授業では、音楽理論の理解と演奏技能の習得について、グループによる指導と各個人の合わせた個人指導を組み合わ
せて進めていく。

【授業計画】　

前期 後期

1　オリエンテーション。各自の目標設定。 1　実習にむけて①（生活の歌の伴奏）

2　ハ長調の５音による練習
　（楽譜の読み方・曲づくり等）

2　実習にむけて②（季節の歌の伴奏）

3　ヘ音記号の練習
　（ヘ音記号の意味・大譜表の読み方等）

3　ニ長調の理解

4　ハ長調の主要三和音と属７和音の理解 4　付点のリズムの練習

5　ハ長調の子どもの歌の伴奏 5　付点のリズムといろいろな伴奏型

6　ト長調の５音による練習 6　付点による楽曲の演奏

7　ト長調の主要三和音と属７和音の理解 7　短音階の理解

8　ト長調の子どもの歌の演奏 8　短調の曲の演奏

9　３連符による練習曲
　（旋律と伴奏のバランスを考えて演奏）

9　6/8拍子のリズムと演奏

10　いろいろな調の音階練習（音階の理解・指使い） 10　初見奏の練習

11　ヘ長調の５音による練習 11　各自に応じた楽曲選びと練習

12　ヘ長調の子どもの歌の演奏 12　子どもの歌の弾き歌いの選曲と練習

13　移調の練習（ハ長調・ト長調・ヘ長調の移調奏） 13　曲想表現の工夫

14　音楽用語・記号の理解と曲想表現の工夫 14　声と伴奏のバランスを考えて演奏

15　まとめ 15　まとめ

　　定期試験　 　　定期試験　

テキスト
「全訳バイエルピアノ教則本」　全音楽譜
「こどものうた１００」　チャイルド社
「ブルグミュラー２５の練習曲」　全音楽譜

その他・注意事項

試験での演奏、授業での発表、授業態度により、総合的に評価する。

欠席することがないように努めること。授業で出された課題は必ず次の授業までに、よく勉強し練習に励むこと。
授業には積極的に参加し、疑問点については、できるだけ早く解決すること。毎日、継続してピアノに取り組むことが大切である。

参考文献

授業時間外における
学習方法

必要に応じて資料を配布する。

【事前学修】授業前に出された課題について読譜し、充分に練習し、演奏できるよう準備する。
【事後学修】授業の内容を振り返り、さらに演奏の完成度を高めることをめざす。

成績評価の方法
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科　目　名 自然体験 担当教員 1年担任他

実施学期 前期

授業形態 実習 単　　位 １単位

授業のテーマ及び
到達目標

豊かな自然環境の中で、宿泊研修を通して、入学直後の学生相互の人間関係を深めるとともに、保育者としての資質・能力
を高める。

授業の概要

集団宿泊体験活動を通しての保育者意識の高揚と保育技術の向上を図る。

【授業計画】　

前期 後期

1　宿泊研修の企画・実施について

2　自然の中での体験学習の企画・運営について

3　事前準備（各係の決定）

4　事前準備（しおりの作成など）

5　人間関係を築く方法①（人間関係プログラム）

6　人間関係を築く方法②（グループディスカッション）

7　保育者に必要な技能①（手遊びの練習）

8　保育者に必要な技能②（手遊びの発表）

9　保育者に必要な技能③（野外炊事）

10保育者に必要な技能④（キャンプファイヤーの計画・準備）

11保育者に必要な技能⑤（キャンプファイヤー）

12自然環境の中での感動体験

13集団生活における協働性の育成

14まとめ（報告書の作成）

15事後の評価・反省及び今後の課題確認

テキスト 自然体験宿泊研修しおり。

その他・注意事項

自然体験に積極的に参加する態度、また、事前準備や調査研究のまとめの報告を中心に評価する。

特になし。

参考文献

授業時間外における
学習方法

特になし。

特になし。

成績評価の方法
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科　目　名 言語教育 担当教員 和田　利次

実施学期 前期

授業形態 講義 単　　位 ２単位

授業のテーマ及び
到達目標

保育者としての資質向上を目指し、目的や状況に応じて必要な言語能力の習得に努める。
そのため、保育者に求められる、文字の使い方、言葉の使い方、手紙の書き方、関係文書の書き方等の知識と技法を学び、
現実に生きる具体的な力を身に付ける。

授業の概要

保育者に求められる言語能力の発揮場面を想定し、その基本知識と実際について学び、 具体的な技法を身に付ける。
前期前半は主に話す・聞く力の育成を中心に、前期後半は主に書く力の育成を中心にして実際の状況を設定し、保育者に
ふさわしい言語能力を付けていく。
テキスト「日本語を学ぼう」を使って日本語検定に挑戦力を付け、日本語力を「見える化」する。

【授業計画】　

前期 後期

1　会話表現　　話し方の基本　あいさつの基本　自己紹介 1

2　会話表現　　敬語の基本的な知識　　尊敬語・謙譲語・丁寧語・美化語 2

3　会話表現　　敬語の使い方　具体的な場面～同僚と　上司と 3

4　会話表現　　敬語の使い方　具体的な場面～こどもと 4

5　会話表現　　実習での話し方　事前の電話から実際の日常　 5

6　会話表現　　保護者との話し方　基本的な姿勢　就職面接での話し方 6

7　文章表現　　基本の文字の正しい書き方　正しい表記 7

8　文章表現　　履歴書の書き方　実習礼状など葉書・手紙・封筒の書き方 8

9　文章表現　　文章作成上の留意点　文章の基本的な書き方 9

10文章表現　　小論文の書き方（基本的形式） 10

11文章表現　　小論文の書き方（応用） 11

12文章表現　　連絡帳・園だよりの書き方 12

13文章表現　　実習日誌の書き方（基本的な保育用語） 13

14文章表現　　実習日誌の書き方（基本の一日） 14

15話す・聞く・書く　まとめ 15

　　定期試験　

テキスト
「保育者になるための国語表現」　田上貞一郎　萌文書林
「日本語を学ぼう～日本語検定に挑戦～」　東京書籍

その他・注意事項

試験（80%）、ノート・テキスト「日本語を学ぼう」などの提出物（20%）により、総合的に評価する。

毎時の提出物は就職活動の際にも活用できるよう、累積資料として個別に一括保管する。

参考文献

授業時間外における
学習方法

「保育者のための言語表現の技術」　古橋和夫編著　萌文書林
「わかる・書ける・使える　保育の基本用語」　長島和代編　　わかば社

テキストの予習・復習と、日常生活の中で正しい話し方を実践する。
実習に役立つ、はがき、手紙、日誌の書き方を練習する。

成績評価の方法
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科　目　名 国語表現 担当教員 岸本　修二

実施学期 前期

授業形態 講義 単　　位 ２単位

授業のテーマ及び
到達目標

幼稚園教諭・保育士として必要な事柄や自分の考えを的確に言葉で伝える力を高める。
・言葉や漢字、文・文章についての基礎的な知識をもつことができる。
・文章構成の基本をふまえ、必要な情報を根拠にして自分の考えを明確に論理的に伝える文章を書くことができる。
・書くことを通して、教育・保育について自分の考え方を深めることができる。

授業の概要

・文章表現における基礎的・基本的な知識を身に付ける。
・課題に応じた資料や事例をもとに、課題について考えたことを整理してメモする。
・メモをもとに小論文を記述し自己評価・相互評価する。

【授業計画】　

前期 後期

1　国語力とは何か、文章表現の基本
　　（文章表現に必要な知識と能力）

1

2　文章表現における基礎知識・１
　　（四字熟語、慣用句）

2

3　文章表現における基礎知識・２
　　（ことわざ、故事成語）

3

4　文章表現における基礎知識・３
　　（文の係り受け、漢字）

4

5　敬語の種類と使い方
　　（場面に応じた敬語の正しい使い方）

5

6　手紙の書き方・通知文の書き方
　　（依頼・案内・令状、公文書）

6

7　小論文の書き方の基本
　　（課題論文と事例論文）

7

8　小論文を比べて読む
　　（保育者の役割、児童虐待防止の論文）

8

9　個人的な課題に対応した小論文の書き方
　　（課題について自分の考えを明確にした文章）

9

10　社会問題に対応した小論文の書き方
　　（保育にかかわる社会問題を考えた文章）

10

11　専門的な課題に対応した小論文の書き方
　　（保育観を論理的に表現した文章）

11

12　幼児の事例問題とその解決を表した小論文の書き方
　　（幼児の事例について指導の在り方を考えた文章）

12

13　保育に関する事例に対応した小論文の書き方
　　（危機対応の仕方を論理的に表現した文章）

13

14　保育に関する事例に対応した小論文の書き方
　　（事例を読み取り、主張を論理的に表現した文章）

14

15　まとめ（課題解決を自力で文章表現する） 15

　　定期試験　

テキスト 教材は、書籍や新聞などから抜粋したものを使い、毎回印刷して配布する。

その他・注意事項

定期試験（６０％）、授業での文章表現（３０％）、授業中の真剣な態度（１０％）により、総合的に評価する。

授業の資料などを整理するノート、ファイルを用意すること。

参考文献

授業時間外における
学習方法

特になし。

日頃から身の回りや社会の出来事に目を向け、それらに対する自分の考えを持つようにする。
幼稚園教育要領や保育所保育指針を読み込んで、専門用語の理解を深めておく。

成績評価の方法
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科　目　名 生活科学 担当教員 中野　裕美子

実施学期 前期

前期 後期

1　人口データの見方

授業形態 単　　位講義 ２単位

授業のテーマ及び
到達目標

成人も未来を背負う子どもたちも安心して幸せな生活を送るためには、基礎的な現代社会を取り巻く状況の把握が必要であ
る。
この授業では、履修者が①社会の問題になっている事柄について基本的な知識を身に付け、②現代社会がもつ問題点を
考える上で国際的視野を持ち、③自分自身が安心して生活するための行動力を形作ることを目標としている。

授業の概要

少子高齢化社会に関する現状を把握し、それらに関する日常的に報じられているニュースが現在の自分の状態とこれから
の自分の将来とどうかかわっているか探る。さらに、我が国の現状はグローバルな視点からどのように見えるのかを統計を使
いながら考える。
具体的には、あらためて意味を説明しようとすると、なかなか難しい言葉、つまり「いまさら人にきけない用語」を授業で、たく
さん解説することから始めていく。

【授業計画】　

1

2　日本の少子化の実態とその原因をめぐる議論 2

7　復習とまとめ（１） 7

6　家事と育児の国際比較 6

3　世界各国の合計特殊出生率と労働参加率の関係 3

4　育児と職業 4

5　GDPと女性の労働 5

8　夫の職業と家族 8

9　企業の転勤制度 9

10　IT化の進展とワーク・ライフ・バランス 10

11　高齢者の介護の未来 11

12　子どもに関わる社会保障制度 12

13　生活のための財源の話（預貯金とカード） 13

14　税金の話 14

　　定期試験　

15　復習とまとめ（２） 15

テキスト

参考文献

毎回配布するプリント、新聞の記事。

「OECD幸福度白書」　明石書店　２０１２年
「はじめての社会保障14版」　椋野美智子・田中耕太郎著　有斐閣　２０１７年

その他・注意事項

授業時間外における
学習方法

成績評価の方法

【事前学修】配布資料は事前に渡すのであらかじめ読んで授業に参加する。
【事後学修】授業の内容を踏まえ、テキストを読み直し、自分なりの考えをまとめておくこと。

２回の小テスト（90％）、受講態度（10％）により、総合的に評価する。

身近な問題を考えることからスタートする。どんどん視野を広げていくこと。
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